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V215a 地球型惑星検出のためのすばる赤外線ドップラー分光器 IRDの開発: 8
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近年のKepler衛星などの観測から、地球質量の惑星は普遍的存在である可能性が高くなってきている。一方、
太陽系近傍の恒星、特に低質量星まわりの地球質量惑星存在頻度や、形成過程についてはわからないことが多い。
我々は、Keplerでは難しい近傍M型星まわりの地球型惑星検出を目指して、恒星の視線速度を 1m/sという高
精密で測定するすばる望遠鏡用・近赤外高分散分光器 Infrared Dopplerの開発を進めており、2015年の初観測
を目指している。分光器は波長分解能約 70000を持ち、スペクトル中の十分な数の吸収線をカバーするために
Y,J,H-bandを同時に観測可能である。波長校正用レーザー周波数コムは、これまでの J,H-bandに加えて、広帯
域化によりY-bandの多くをカバーすることに成功している。分光器の安定性を高めるために、光学系の多くは超
低熱膨張素材で製作した。さらに温度安定性の高いクーデルームに設置することや、ファイバーによる強度分布
の一様化をモードスクランブラーで向上させることなどで、地球型惑星探査に十分な精度を持つ装置を実現する。


